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学位論文要旨 

 

[ 目的 ]女子大学生を対象にQOLの向上を目指した月経随伴症状軽減のためのモデルを開発し、その効

果を検証する。 

[ 方法 ］第1研究 ： 2012 年4 月～12 月、女子大学生（看護学生と非看護学生）1,215 名を対象に無記名

式自記式質問票調査を行い、共分散構造分析を用いてQOLの向上を目指した月経随伴症状を軽減する

ためのモデルを開発した。第2研究 ： 第1 研究で開発したモデルを使って、社会的認知理論を基盤とし

た健康教育プログラム（健康教室 60 分/回を 2 回、介入期間は全 12 週間（3 か月））を実践した。2014 年 7

月～9 月、ランダム化比較試験を用い、介入群（健康教育プログラム群）20 名、対照群 18 名の女子大学生

を対象とした。評価は教育プログラム前後の2時点であり、主要アウトカムは月経随伴症状（mMDQとVAS）

と QOL、副次的アウトカムは生活習慣（ストレス対処行動を含む）、月経観、月経随伴症状への対処行動、及

び自己効力感であった。 

[ 結果／考察 ] 第 1 研究 ：モデルによると、月経随伴症状を軽減させる要因は肯定的月経観と健康的

生活習慣であり、増強させる要因は効果的ではない月経随伴症状への対処行動であった。自己効力感と

ストレス対処行動は、健康的生活習慣を介して月経随伴症状の軽減に関連していた。月経随伴症状は

QOLを低下させる要因であり、QOLを向上させる要因は健康的生活習慣と自己効力感、ストレス対

処行動であった。以上より、QOL の向上を目指した月経随伴症状の軽減には、健康的生活習慣を基本

に肯定的月経観と適切な月経随伴症状への対処行動の獲得、自己効力感、ストレス対処行動に焦点を

当てた支援が有効であることが示唆される。また、多母集団同時分析より、看護の知識の有無に関わら

ず大学生への支援は同一であることが示された。第 2 研究：①主要アウトカム：介入群と対照群の比較

では、各変数に有意な差は認められなかった。介入群では、介入後はmMDQのうちの「痛み」とVAS

は低下、QOL得点は上昇し、各々有意な差が認められた。対照群では、有意な変化は認められなかっ

た。②副次的アウトカム：介入群と対象群を比較すると、「睡眠規則性」と「ストレス対処」、月経

随伴症状への対処行動数、SE 得点は各々介入群が高く、有意な差が認められ、行動は変容し自己効

力感は向上した。介入群では、「食事バランス」と「休養（睡眠・ストレス対処・休息）合計得点」

「生活習慣合計得点」、月経随伴症状への対処行動数、SE 得点、精神的健康度は上昇し、各々有意

な差が認められた。対照群では、「睡眠規則性」と社会的健康度は有意に低下した。健康教育の展開

については参加者から良い評価が得られ、脱落者は1名と少なかったことから有用と考えられる。 

[ 結論 ]介入により主要アウトカムに差はなかったが、行動の肯定的変容と自己効力感の向上がみら

れたことから、本教育プログラムは月経随伴症状の軽減及び QOL 向上の支援の一助になる可能性が

示唆される。 


